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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
血
の
ゼ
ロ
～
黒
白
の
騎
士
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
４
０
７
Ｘ

【
作
者
名
】

　
キ
ノ

【
あ
ら
す
じ
】

　
黒
血
の
ゼ
ロ
～
序
章
～
の
本
編
で
す
。
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白
き
英
雄
（
前
書
き
）

皆
様
、
大
変
長
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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白
き
英
雄

皇
暦
２
０
１
１
年

悪
逆
皇
帝
ル
ル
ー
シ
ュ
を
討
っ
た
嘗
て
の
反
逆
者
、
ゼ
ロ
。

彼
の
お
か
げ
で
世
界
は
本
当
の
平
和
を
取
り
戻
し
た
。

あ
れ
か
ら
早
一
年
。

相
変
わ
ら
ず
こ
の
世
界
は
平
和
だ
。

表
の
顔
は
…
…

「
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ッ
！
？
」

薄
暗
い
路
地
。

そ
の
路
地
を
、
裸
足
に
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
走
る
一
人
の
女
。

「
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
」

追
わ
れ
て
い
る
の
か
、
時
折
女
は
、
恐
怖
に
染
ま
っ
た
顔
で
後
ろ
を
振
り
返
る
。

「
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
ハ
ァ
、
あ
！
　
う
っ
！
！
」

そ
ん
な
事
を
続
け
て
い
た
所
為
で
、
女
は
足
が
縺
れ
転
倒
し
た
。
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コ
ツ

「
ッ
！
？
」

足
音
、
に
は
程
遠
い
微
か
な
音
が
女
の
耳
に
入
り
込
ん
で
き
た
。

そ
の
音
を
聞
い
た
女
は
勢
い
よ
く
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。

し
か
し
、
当
た
り
前
の
如
く
其
処
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

「
ハ
ァ
～
」

女
は
安
堵
し
、
腹
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
た
古
い
空
気
を
吐
き
出
し
、
新
た
な
空

気
を
ゆ
っ
く
り
と
吸
い
込
ん
だ
。

そ
の
時
！

コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ

「
ッ
！
！
？
？
」

今
度
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
聞
こ
え
た
。

来
た
！
　
奴
が
、
追
っ
て
来
た
！
！

女
の
頭
に
そ
の
言
葉
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
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ゆ
っ
く
り
と
此
方
に
近
づ
い
て
く
る
足
音
。

「
ガ
ク
ガ
ク
ガ
ク
ガ
ク
ガ
ク
？
？
！
！
」

女
の
体
が
小
刻
み
に
震
え
る
。

コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ

足
音
が
ド
ン
ド
ン
女
に
迫
っ
て
行
く
。

コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ

女
の
心
臓
が
激
し
く
鼓
動
す
る
。

コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
ツ
　
コ
、
ツ

足
音
が
止
ま
っ
た
。

と
同
時
に
女
の
背
後
に
気
配
が
し
た
。

ゆ
っ
く
り
振
り
返
る
女
。

完
全
に
振
り
返
る
と
其
処
に
は
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
・
」

誰
も
い
な
か
っ
た
。

恐
怖
に
解
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
安
心
感
に
包
ま
れ
、
笑
み
を
溢
す
女
。
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「
だ
～
れ
～
だ
～
?
♪
」

「
ッ
！
？
」

女
の
後
ろ
か
ら
、
女
の
目
を
覆
う
手
。

そ
し
て
、
遊
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
、
無
邪
気
な
男
の
声
。

そ
の
声
に
女
は
再
び
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
。

「
グ
ゥ
！
？
　
ガ
ァ
！
」

男
の
手
が
女
の
首
に
移
動
し
、
力
を
込
め
て
女
の
首
を
絞
め
た
。

「
ガ
ァ
、
グ
ゥ
」

苦
し
そ
う
に
喘
ぎ
声
を
挙
げ
る
女
。

そ
の
女
を
見
な
が
ら
笑
う
男
。

「
も
う
良
い
か
な
？
」

そ
う
言
っ
て
、
男
の
手
が
女
の
首
か
ら
離
れ
た
。

そ
し
て
、
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
た
女
は
咳
き
込
み
な
が
ら
崩
れ
落
ち
た
。

そ
ん
な
女
の
髪
を
鷲
掴
み
に
し
て
、
男
は
自
身
の
唇
を
女
の
首
筋
に
近
づ
け
て

言
っ
た
。

「
い
た
だ
き
ま
す
?
」
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男
は
口
を
開
き
、
暗
い
路
地
裏
に
、
妖
し
く
輝
か
せ
る
二
つ
の
牙
を
女
の
首
筋

に
突
き
立
て
よ
う
と
し
た
。

そ
の
時
！

斬
！
！

「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」

気
を
裂
く
様
な
男
の
悲
鳴
が
路
地
裏
に
響
き
渡
っ
た
。

そ
ん
な
男
の
悲
鳴
と
共
に
、
女
の
精
神
は
限
界
を
迎
え
、
女
の
思
考
は
此
処
で

ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
ｏ
ｕ
ｔ
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
倒
れ
込
む
男
。

そ
の
背
に
は
ザ
ッ
ク
リ
と
裂
け
た
男
の
皮
膚
か
ら
滴
り
落
ち
る
赤
黒
い
血
。

そ
ん
な
男
を
見
下
ろ
す
者
が
居
た
。

「
・
・
・
・
」

そ
の
者
は
、
暗
い
路
地
裏
に
は
似
つ
か
わ
し
い
、
白
い
マ
ン
ト
を
纏
い
、
白
い

仮
面
で
素
顔
を
隠
し
て
い
た
。

そ
の
者
は
女
の
安
否
を
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の
場
を
ゆ
っ
く
り
と
去
っ
て
行
っ

た
。

そ
の
者
が
去
る
と
、
さ
っ
き
ま
で
其
処
に
有
っ
た
筈
の
男
の
死
体
が
消
え
、
そ
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の
場
に
は
、
男
が
流
し
た
赤
黒
い
血
と
衣
服
。

そ
し
て
、
灰
が
残
さ
れ
て
い
た
。

女
は
後
で
救
助
さ
れ
、
駆
け
付
け
た
騎
士
達
に
こ
う
述
べ
た
。

「
英
雄
、
ゼ
ロ
が
私
を
救
っ
た
」
と
・
・
・
・
・
・

ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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